
インストールの前提条件
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サポートされるプラットフォーム
次の表に、Cisco UCS Centralのインストール用にサポートされるプラットフォームを示します。

サポートされるバージョンハイパーバイザ

Windows 2008 R2 SP1

Windows 2012

Microsoft Hyper-V Server 2012 R2

Microsoft Hyper-V

• ESX 5.0 U3

• ESX 5.1

• ESX 5.5

• ESX 6.0

VMware ESX

Red Hat Enterprise Linux 6.5の KVMハイパーバ
イザ

KVM Hypervisor

Cisco UCS Central インストレーション/アップグレードガイドリリース 1.4    
1



サポートされる Web ブラウザ
Cisco UCS Central GUIでサポートされるWebブラウザは、Cisco UCS Central GUIを実行するコン
ピュータのオペレーティングシステムによって異なります。

サポートされる Web ブラウザオペレーティングシステム

• Internet Explorer 10以上

• Firefox 29以降

• Chrome 34以降

Flashベースの UIを使用する場合、
Adobe Flash Player 11.7以降をインス
トールする必要があります。

（注）

Microsoft Windows

• Firefox 29以降

• Chrome 34以降

• Safari 6以降

Flashベースの UIを使用する場合、
Adobe Flash Player 11.7以降をインス
トールする必要があります。

Chromeブラウザでは、バンドルされ
た Flashプレーヤーを削除してから
Adobe Flashプレーヤーをインストー
ルします。

（注）

Mac OS

• Firefox 29以降

• Chrome 34以降

Flashベースの UIを使用する場合、
Adobe Flash Player 11.7以降をインス
トールする必要があります。

（注）

Linux RHEL

必須のポート
Cisco UCS Managerは、ソースの宛先として FI（FI-Aまたは FI-B IPアドレス）の個々の IPアド
レスを使用して、Cisco UCSCentralと通信します。Cisco UCSCentralは、宛先アドレスとしてVIP
を使用して Cisco UCS Managerと通信します。
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Cisco UCS Central と Cisco UCS ドメイン間の通信

通常、既存のすべての Cisco UCS管理ドメインの IPアドレスは、共通の管理ネットワーク上にあ
ります。それ以外の場合、Cisco UCS Centralからすべての下位管理ドメインへのルーティングア
クセスが確立されれば、Cisco UCS Centralは機能します。このため、ファイアウォール、プロキ
シ、および他のセキュリティシステムで、Cisco UCS Centralと登録されたすべての Cisco UCSド
メインの間の連続的な通信を可能にするため、次のポート上で読み取り/書き込みアクセスを許可
するように設定されている必要があります。

次の表にリストされているポートは、Cisco UCS Central上で開く必要があります。これらのポー
トには、UCSドメインからアクセスします。

使用するバージョンと UIによっては、必要のないポートもあります。たとえば、Cisco UCS
Managerリリース 2.2(2)以降では NFSポートは必要ありません。

（注）

表 1：Cisco UCS Managerリリースバージョン 2.1(x) と 2.2(1) 以前にはポートが必要です。

使用法プロトコルDaemonポート番号

Linux NFSロックTCPおよび UDPLOCKD_TCPPORT32803

Linux NFSマウントTCPおよび UDPMOUNTD_PORT892

Linuxリモートクォータサーバ
ポート（NFS）

TCPおよび UDPRQUOTAD_PORT875

NFSファイルロックサービスで
使用されるLinuxロックリカバリ

TCPおよび UDPSTATD_PORT32805

Linux NFSリスニングポートTCPおよび UDPNFS_PORT

（注）

2049

Linux RCPBINDリスニングポー
ト（NFS）

TCPおよび UDPSUNRPC111

CiscoUCSCentralおよびCiscoUCS
ドメインと UCS Central GUIとの
ファイアウォール経由の通信をイ

ネーブルにします。

TCPおよび UDPHTTPS_PORT443
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使用法プロトコルDaemonポート番号

Flash UIを使用した Cisco UCS
CentralとUCSドメインとの通信。
このポートは、Cisco UCS Central
CLIを使用して設定できます。

Cisco UCS Manager
HTML5UIを使用する場
合、このポートは必要

ありません。

（注）

TCPHTTP80

Flash UIと UCS Central VMとの
UCS Central通信

Cisco UCS Manager
HTML5UIを使用する場
合、このポートは必要

ありません。

（注）

TCPおよび UDPPRIVATE_PORT843

表 2：UCS Mini、Cisco UCS Manager 3.0(1)、または 3.0(2) など、Cisco UCS Managerリリースバージョン 2.2(2)
以降に必要なポート。

使用法プロトコルDaemonポート番号

CiscoUCSCentralおよびCiscoUCS
ドメインと UCS Central GUIとの
通信をイネーブルにします。

TCPおよび UDPHTTPS_PORT443

Flash UIを使用した Cisco UCS
CentralとUCSドメインとの通信。
このポートは、Cisco UCS Central
CLIを使用して設定できます。

Cisco UCS Manager
HTML5UIを使用する場
合、このポートは必要

ありません。

（注）

TCPHTTP80

Flash UIと UCS Central VMとの
UCS Central通信

Cisco UCS Manager
HTML5UIを使用する場
合、このポートは必要

ありません。

（注）

TCPおよび UDPPRIVATE_PORT843
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Cisco UCS Central とクライアントブラウザ間の通信

次のポートがCisco UCSManager上で開いている必要があります。Cisco UCSCentralとクライアン
トブラウザ間での通信をイネーブルにするためには、Cisco UCS Centralから次のポートにアクセ
スします。

使用法プロトコルDaemonポート番号

CiscoUCSCentralとUCSドメイン
との通信をイネーブルにします。

このポートは常に必要です。

TCPHTTPS_PORT443

Flash UIを使用した Cisco UCS
CentralとUCSドメインとの通信。
このポートは、Cisco UCS Central
CLIを使用して設定できます。

Cisco UCS Manager
HTML5UIを使用する場
合、このポートは必要

ありません。

（注）

TCPHTTP80

AD サーバ通信

LDAPポート 389は、ADサーバ上で開いている必要があります。このポートは、MS AD LDAP
連携および通信のために Cisco UCS Centralからアクセスします。

Cisco UCS Centralは、LDAP over SSL/TLSをサポートするために STARTTLSを使用します。
ポート 389が必要な唯一のポートです。

（注）

システム要件

スタンドアロンインストール

スタンドアロンモードで Cisco UCS Centralをインストールする場合は、次のシステム要件を満た
していることを確認します。

サーバタイプ

CiscoUCSManagerに管理されないまたはCiscoUCSドメインに統合されないスタンドアロンラッ
クサーバで実行される VMwareまたは Hyper-V hypervisor上に、Cisco UCS Centralを配置するこ
とを推奨します。サーバは、可能であれば高速のストレージアレイからプロビジョニングされ

る、高速なデータストアである必要があります。
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サーバ要件

以下の表に、次のプラットフォームでのCiscoUCSCentralのインストールの最小要件を示します。

• ESX

• Hyper-V

• KVM Hypervisor

EXS、 Hyper-V、および KVM ハイパーバイザの最小要件項目

40 GBディスク 1

40 GBディスク 2

12 GB

大規模用 32 GB

RAM

4コアvCPUコア

75 Mbps以上

125 MBps以上が推奨される速度です。

ディスク読み取り速度

（注） •さらに多くのサーバ（たとえば、500ドメイン/10000サーバ）を管理する場合は、RAM
を 32 GB以上に増やしてください。

• CiscoUCSCentralのパフォーマンスは、vCPU、RAMまたはディスク速度の最小要件を満
たしていないサーバで導入する場合は保証されません。

• VMの設定を変更する前に、電源をオフにしてください。

•クラスタセットアップにNFSを使用する場合、適切なシステムパフォーマンスを確保す
るため、ネットワーク遅延が 0.5 ms未満となるようにします。

サーバのディスク読み込み速度が Cisco UCS Centralの展開中に最低限必要な速度を下回る場合、
インストーラが警告メッセージを表示しますが、展開を完了できます。ただし、ディスク読み込

み速度が動作時に最低限必要な速度を下回る場合、ディスク読み込み速度の遅さに応じて、次の

表に示す障害が Cisco UCS Centralで発生します。

障害レベルサーバのディスク読み込み速度

致命的な障害75 Mbps以下

重大な障害75～ 100 Mbps

マイナーな障害100～ 125 Mbps
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障害レベルサーバのディスク読み込み速度

該当なし125 Mbps以上

サポートされるデータベースサーバ

次の統計情報収集用データベースサーバがサポートされています。

• Oracle Database 11g Enterprise Edition Release 11.2.0.1.0 64ビット製品以降

• PostgreSQL Server 9.1.8 64ビット以降

• Microsoft SQL Server 2012 (SP1) - 11.0.3000.0 (X64)以降

• Microsoft SQL Server 2008 R2 10.50.1600.1 (X64) SP1以降

統計情報データが外部データベースサーバに保存されている場合、データベースサーバのディス

ク容量要件として次の参照データを考慮してください。

• 20個の Cisco UCSドメインを登録すると、1年間統計データを保存するために必要な最小限
のストレージ容量は 400 GBです。

• 100個のCiscoUCSドメインを登録すると、1年間統計データを保存するために必要な最小限
のストレージ容量は 2 TBです。

クライアントシステム

クライアントシステムに必要な最小メモリは、4GBです。ただし、40以上登録されたCisco UCS
ドメインがある場合、クライアントシステム上のメモリが少なくとも 8 GBあることを推奨しま
す。

クラスタのインストール

ハイアベイラビリティを有効にし、クラスタモードで Cisco UCS Centralをインストールする場
合、スタンドアロンインストール用に指定されたすべての要件および次の共有ストレージを満た

す必要があります。

• ESXの最小要件：40 GB

• Hyper-Vの最小要件：40 GB

Windows の NFS 要件

Windows NFSを使用してクラスタモードで Cisco UCS Centralをインストールする前に、Windows
の変換ファイルを作成していることを確認します。

詳細については、「How to Enable File Name Character Translation」を参照してください。（注）
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リモートロケーションでの Cisco UCS ドメインの管理

リモートのブランチオフィスなどのリモートロケーションでのCiscoUCSドメインの管理には、
以下が Cisco UCSドメインと Cisco UCS Central間のネットワーク接続のための最小要件になりま
す。

•帯域幅 - 1.5 Mbps以上

•遅延 - 500ミリ秒（ラウンドトリップ）以下

Cisco UCS Central をインストールするための重要な前提
条件

Cisco UCS Centralをインストールする前に、次の情報が必要です。

• Cisco UCS Centralのスタティック IPv4アドレス

• IPv4ネットマスク

•デフォルトゲートウェイ

• Cisco UCS Central管理者アカウントに割り当てるパスワード。新しいパスワードを作成しま
す。

•仮想マシン（VM）のホスト名

• DNSサーバを使用する場合の DNSサーバの IPv4アドレス

• DNSドメインを使用する場合の Cisco UCS Centralを追加する DNSドメイン名

•共有秘密。これは、Cisco UCS Centralに Cisco UCSドメインを登録するときに必要なパス
ワードです。

•共有ストレージ。これは、スタンドアロンインストールのための任意選択で、クラスタのイ
ンストールに必要です。
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